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 小樽商科大学教授であった早川三代治
は、これまで文学では有島武郎、経済学で
は手塚寿郎の影に隠れて、正当に評価さ
れてきませんでした。 
 しかし、早川の文学および経済学は、時
代を超えた説得力を持ちます。 特に経済

学の分野では世界水準の研究者であり、
我が国おける格差問題研究の先駆者であ
ることが研究の結果わかってきました。 
 今回のお話では、新発見の資料などを元
に、小樽が生んだ「文人経済学者」を再評
価し、小樽商科大学のアイデンティティに
ついて考えていきたいと思います。 
 今回のゆめぽーとライブは、通常と異な
り、文学面、経済学面をそれぞれの研究者
が語ります。 
 

平成２８年 ７月 １日(金) 

１８：００ ～ ２０：００ 
  

  於：小樽商科大学附属図書館（小樽市緑3-5-21） 
   ２階閲覧室 教育情報発信・地域連携スペース      

お申込・お問合せ先： 小樽商科大学 学術情報課（附属図書館）利用者支援係 
                 電話： 0134-27-5273  メール: lib-unyo@office.otaru-uc.ac.jp 
                    ※ご参加は自由ですが､会場の都合上､なるべく事前予約をお願いいたします｡ 

甦る早川三代治 

入場無料  （市民・学生のほか､どなた様もご参加いただけます｡） 
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市立小樽図書館後援 特別企画 

亀井志乃 
市立小樽文学館主幹学芸員 

 
 
 

 従来、北海道の文学史の中で、早川三代
治は、ある意味当然のことながら、創作の
面しか評価されてきませんでした。 
 経済学者の面は、いわば単なる〈背景〉と
して捉えられがちで、彼の文学表現と積極
的に結びつけて考察されることはなかった
と言えます。  
 しかし今、早川の作品を再評価するにあ
たり、その表現を成り立たせている最も重
要な要素として、経済学者としての問題意
識を看過するわけにはいきません。 しか
も彼は、数理経済学という、最も純粋に論
理的な学問分野を専門としながらも、そこ
で形成した知性を核として、情感に満ちた
作品世界を創り上げました。 
 今回のゆめぽーとライブでは、その稀有
な個性と才能をご紹介したいと思います。 

早川三代治 
知性と情感の融合 

（理事･副学長） 

いざな み   よ   じ 



中央バス時刻表 
（小樽商大線 小樽駅前行き） 

小樽商大前発 富岡１丁目 小樽駅前 

18:15 

約３分 
（２２０円） 

約６分 
（２２０円） 

18:45 

19:20 

19:45 

20:12 

20:36 

21:05 

21:37 

市立小樽文学館 特別展 
早川三代治展（7/24まで） 

早川三代治（はやかわ みよじ）は、明治28（1895）年、小樽生まれの経済学者・小説家。 
 
小樽の商家・地主であった早川家に生まれ、大正３年、東北帝国大学農科大学（現・北大）に入学し、
文学者・有島武郎から指導を受け、文学に傾倒。卒業論文の題目は「収穫遞減法則に就て」。 
  
卒業後の大正10年から2年半、ドイツに留学し、ハイパーインフレを経験。イタリア滞在後、大正13
年、ウィーンで著名な経済学者であるシュンペーターと面会。日本人で最初に会った人物とされる。 
  
帰国後は北海道帝国大学農学部に勤務し、後に教授になるが、昭和11年、北大を辞し、小樽で家業を
継ぐ。北大退職後も研究を続け、パレートの所得分布法則を検証するために全道の所得調査を行う。 
  
昭和23年、小樽経済専門学校教授（翌年・小樽商大）に就任し、翌年7月まで附属図書館長も務める。
昭和26年、『エコノメトリカ』誌にパレート所得研究の論文を発表（日本人では初掲載）。  
昭和32年、早稲田大学教育学部教授に就任し、東京に移住。昭和35年、学位論文「パレート法則によ
る所得と財産の分布に関する研究」により、早稲田大学から経済学博士の学位を授与。 
昭和37年、小樽にて死去。 
  
文芸活動については、島崎藤村の創作指導を受け、数多くの小説・戯曲・随筆を創作し、『北大文芸』
等に発表。道東の開拓地（標茶町・虹別）を舞台とした大長編小説＜土と人＞シリーズの執筆に取り組
み、第５部まで完成。 


	スライド番号 1
	中央バス時刻表�（小樽商大線　小樽駅前行き）

